




















































































一部。ごく僅かな一部（très petite partie）。（……）あなたは私を信頼しない（Tu 





















chose tellement magnifique）で、本当に大きな喜び（une joie tellement grande）だ








































突然すべてが明晰になった（Brusquement tout est devenu clair）。（……）考えな










ai pensé, tu sais, dans cette seconde, qui était pleine de choses, que j＇ étais seule au 
monde, seule dans l＇univers et que c＇était à moi de jouer, et, que, je n＇avais pas à me 




















































ということを、主張している（affirme la présence dans notre faculté de con-






































































































難しいことを語り、自作の『モンソーのパン屋の女の子』（La Boulangère de 



























































































































































































の世界（a world of strangers passing）に見出す。彼らは各々の死すべき運命の道中、
他の通行人（passer-by）達の中で自身も通行人であり、それぞれが人間の運命の一
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（ 2 ） Hösle はシェイクスピアの『冬物語』と本作の明らかな相違について、前者で
は王、王妃、子供の再会が、ロメール作品では料理人、美容師、子供という「プチ
ブルジョワ」の再会に変更されている点を指摘している（Hösle 2016: 9₈）。ま 
た Heinemann はフェリシーを「無教養の、労働者階級の美容師」と言い表す





（ 3 ） ロメールはこの場面から脚本を書き始め、全体のストーリーは後から考えたと
話している（Danton, Giavarini et Taboulay 1992: 26）。この事実からも、移動中の再
会場面は本作の本質を為すと考えられる。
（ 4 ） 本作の奇跡的再会について、Rothman は神の手の関与する奇跡的な出来事だと
論じ（Rothman 2004:）、Schilling は「摂理（providence）を強調した」のだと考え







（ 5 ） 特に Ennis 1996は、後述の通り『冬物語』と『モード家の一夜』の明確な繋が
りを論じている。
（ 6 ） フェリシーはシャルルを「不在の実在（une realité absente）」とも呼び、彼と
の再会を信じるが、それは宗教的な「隠れた神」への「信仰」に等しいと考えられ
る（Bonizer 1999: 142）。



























（13） 古典的ハリウッド映画の効率性については Bordwell 19₈5を参照。
